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ω 植民地開発福祉法 (Colon凶 Dcvclopm.c批 andWclfarc Acb 以下 C.D
&Wと略)，これは 1947午に成立し， 1956牛 3月までの 10年間に援助総額 1
8) A_ Hazlewood， "Sterling Balances and the Colonial Currency SysteIIl: A R供ply"，
The E己mωmicJournal. Sept. 1954， p. 617 
9) 1_ Greaves， ibid 
10) I. Greaves， The Colonial Steriing Balanas， Essays in International Finance， No. 20. 
Sept. 1954， pp_ 17-18 
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億4000万ポンドの供与壱約束するものであった。









但) 海外食糧局 (OverseasFood Corporation--O. F. C) やはり海外資源開
発法で設立されたものである。 1947年に既に着手されていた東アフリカの南京
マメ増産計画の援助を主体にした。
(国対植民地政府貸付 (ColomalGovernment Loans--C. G. L) 










11) 戦桂マヲヤでは，マν一人』中国人の反喪闘争が由化し， 1948年 6月に非常事態法が成立して
いる。相前後して広汎な統一戦線が結成され，紛争は武装闘争へと発展していヮたが，結果は人
民解批軍が19日竿5月イギリ λ軍の前に屈服し，内乱は鎮圧占れたのである。R.P叫皿eDutt， 
Tke Crisis of Bri仰包錦 町~d the Hηt“h Emtire. Rev. ed.， 1957， pp. 178-190 





(叫 C.D. & W 1 3.6 1 4.7 1 5.9 1ω|山 [13.4[日
(c) C. D. C 1. -:- 1 ~ [-0:6-1 2.5 1 ~山 21
(d) O.F.C ~I 山 i 山| 39.0 
(e) Loans =-l 3.2 I 10.6 I 17.5 I 25.0 I 56.3 
(1) E. c. A 7.3 I山| 18.6 
7.6 I 20.7 I叫|削 I73.0 I 210.9 
(出所) Cmd. 8243， Cmd. 8553 
第 2表植民地の対外取引 (単位百万ポンド)
I 1946 I 1947 1 1附 I1949 I 1叩 I1951 I 1制 51
③ 計 ①+C<J 一泊 50 I -15I -1~ I 255 I 291 I 4出
④その他項目 83 I 90 [ 44 [ 24 I -80 [ -53-1 
⑤増ポ減ンド残@高+④のI5υ0 40 i| 29 i| 10 | 175 Il 2拘 542 
(出p)jlC皿 d.8213， Cmd. 8553 
く黒字となったのである。(軍事基地などの消費も輸入項目となっているので
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第3表西アフリカの対外取引 (百万ポンド)
1947 1948 1949 1950 1951 1947-51 
(1) C. D. & W 1.5 2.2 3.1 3.5 4.3 14.6 
(2) Co1 & M. E -0.1 -0.2 -0.1 O.~ 1.0 1.5 
(3) C. D. C 日2 0.3 1.6 1.0 3.1 
(4) O. F. C 
(5) Loans 2.0 6.~ 8.~ 
(6) E. C. A 0.6 0.6 
(7)計 (1)-(6) 1.4 2.2 3.3 8.0 13.7 28.6 
(8)貿易収支 236 




(1唱ポンド残高増減 35 I 38 I 3 I 54 I 75 205 
(出所) Cmd. 8243， Cmd. 8553 
第4表西アフリカ主要輸出品
コ コ ア 附 11947 1 1拙 11叫9 1_1叩
3.8 10.7 7.5 14.7 19.0 
ナイジエリア 干ト ン 100 111 9.1 104 100 
ード (百万一 9.5 11.4 20.3 34.0 50.0 
コースト千トン 23.6 180 214 264 244 
落花生
5.7 6.3 6.8 12.0 15.0 
ナイジエリア 千 ト ン 286 256 245 378 311 
ガソトイア
0.6 1.1 1.6 1.6 1.6 
千トン 38 54 69 61 59 









要因であるが，しかし例えば5200万ポγ ドの C.D.&W資金でも 1946-51年
の6年間にわたってのものであれ対象地域7000万の植民地住民の l人当り，
14シリング・ 10ベンス 1年あたり 2シリング・ 5%ベンスしか与えられてい
ない乙とになれ驚くほどの小額である1へまたこの資本の使途がどのような
ものであったかを吟味すると，必らずしも植民地住民の購買力を増したとは言
えない。c.P.&W資金は，保健とか教育などのサーヴィス面に使われ， E. C 
A や M.S.Aはアメリカが必要とする鉱産物開発に向けられたし， D.F.Cと








13) A. Hazlcwood， "Colonial External Finance Since the 、Nar". The. Revuw 01 Economz.c 
Studies. 1954， p. 39 
14) A. Hazlcwood.，必id.，p_ 37 
15) A. Hazlewood. ibid.. p. 48 
16) ここでへイズルウッドが「貯蓄」とし、う場合，本来的なそれのみを指すのではな〈て， 民間
の貨幣退蔵も含めるのである。 これはグリー プスの批判するところでもある。 A.Haz1ewood. 
Stcrling Balo.nces and the Colonial System"， The. Econom.u; Jou，t'1包al，Dec. 1952. p. 944 : 
1. Greaves， "5terling Balances and the Colonial Currency 5ystem: A CQmment "， Dec 
HJ53， p. 921 



















2) 各成員は余分の中央当局保有ドノレ(金)をイ0/7'ラ y ド銀行に売却し，
17) ここでスタ リνグ地域とは突本国j その属領j オーストラリアージーラY ド，南ア，
イソド，パキスタ γ，セイロンj ピルマ，イラク，ヨルダン，アイルヲ γ ド，アイスランド南
ロ デシヤ. 1852年以降のリぱア.1947年までのエジプト!ス ダソをさす。 cf.The Bank for 
International Settlements， The Sterling Aγ'ea， 19叩，首藤清訳「スター リソグ地域」昭和29年，
揖 1章。
18) イギリスはドノレ地域からJ948年から1954年までに 3億7700万ポンず惜款してL唱。 (1947年も
加算すれば， 11億72凹万ポγド。〉同期聞のスタ リソグ地域への投資は12億2500'万ポγ ドであ
る。うち植民地援助が2億1000万ポン下である。さらに同期間のイギリスの買晶収支は14億ポゾ
ドもの赤字である。従ってアメリカ援助を上まわる投資の源泉の殆どは，植民地の在ロνF:/資
産であったと思われる。数値は， 白nd.9731. Unfted Kingdam Balance ザ Payments，1946 
10 1955， (No. 2). pp. 10 11 
19) 1939年の ExchangeEqualization Accountポドル プルと呼ばれたのだが， この勘定は
金や他の通賀も準備としたので，この名称は正し〈ない。
























貢献額と， 引き出し額 (drawi時 s) の詳細な統計は例によって全く発表されて
いない。ここではK・ライトの作成した数値を使用することにする町。(第5表)
20) Kenneth H. Wright. "Dollar Pooling i.n tht: Slt:lrling Area， 1939-1952ヘAmerioa1t
Z回nomicReview， Sept. 1954 
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(第6表)
まず気づくことはイギリスが全体として純貢献額を持っていることであるが，
これは IMFから3000万ドルの引き出し，アメリカから 37億 5000万ドノレの借
款，カナダから 11億 5900方ドノレ，ヨーロッパ復興計画から 26億 9300万ドノレ
の借款に負っているためである。特徴的なのは，植民地の貢献度が大きいこと
である n もちろんすべての植民地が純貢献ではなく西イ γ ド諸島などは純引き
第 5表 ドル・プールへの純貢献額(+)と純引出額(ー単位百万ドル)
1 1946 I 1947 1 19岨 l附 11叩 1叩 11952 1 計
同英 本 国 -5 1，276 189 151 872 1，303 385 417 
恒)植 民 地 158 62 233 229 436 487 385 1，990 
(仁丹 他のスターリ
ング地域 117 952 274 254 318 19 一日1 一1，341
わ)非の取ドル引地域と 183 1，口04 317 293 -14 -167 -407 2，019 
同南ア，金貸付 325 325 
問書ドル準備増| 220 1 一日71-2231 -1田 11，612| 一時 1-4891 -630 
(出所) Cmd， 8976 (oot， 1953) ; (U. K. B忽!ance01 Pay附句ts，1946-1953)よりライ
トの算出したもの。
第6表植民地の対ドル地域収支 (単位百万ドル〉
1948 1949 1950 1951 1952 
貿易収支
酉 771) カ 100 6日 80 100 105 
西イ γ ド -85 -40 一10 30 45 
事異 東 180 160 290 335 no 
dで 0) 他 10 -15 15 15 40 
総貿易収支 185 165 375 420 320 
他の取引勘定 21 37 33 42 58 
本国への金売却 27 27 28 25 7 
総長献額 233 229 436 487 385 
(出所 Cmd.8243， Crnd. 8553， Cmd. S856， Cmd. 8976ーいずれも TheColonial 
Tef'I'itoriesよりヲイトが算出。


























21) I{. M. Wnght， ibid.， p. 573 
22) Ibid.， p. 569 





1951 +174 +195 
1952 十139 十104
1953 +101 + 68 
1954 十108 +124 
1950-54 +678 +663 








01 Payments， 1946-1953; Cmd. 9430; とライトは言ゲ九
日仰ted Kl問 gdomBal，側 ce 01 Pa:vm側"














きかった。 1946年末にはポγ ド残高は戦前の 4億 7600万ポYドから， 37億オミ
，/，に増加している。 37億のうち 24億 1700万ポy ドはスターり Yグ地域に，
23) Ibid.， p. 574 





1 1945 1 1947 1 1剖9 I 1951 I叩 I1955 
スターリング地域
454 510 582 928 1，099 1，281 
他のスターり 2，008 1，787 1，771 1，863 1，832 1，691 ング地域
非スターリング地域 1，232 1，306 1，964 1，018 772 770 
~t |開4I 3，603 1 3.417 I細川 3，7031 3，742 
















21) Ibid_. p_ 574 
34 (338) 第且田巻第4号
本供与したことを意味するのである。」町と言っている。彼はその例証としてホ
ンコン壱除く植民地が 1953年には 1500方ポγ ドの貿易収支赤字を出しながら
も，植民地ポソド残高(ホγコγを除oは.5700万ポYド上昇したことをあげ
ている。同じくグリープ月もこの資本輸出という点を反論して. Iライトの議











1950 1951 1952 
Dec. 31 June 30 Dec. 31 June山田 31
Curreny Fund 282 308 33.7 343 363 
口therFunds with the 
Cw、.vnAgent 
a. Special 151 164 181 185 
b. General 114 158 180 203 244 
Marketing B: and 83 109 133 132 133 
Fund with Banks in the 
219 275 255 282 271 U. K 
To十al 間 IM4 11086 1 -1155 四
(出目的 1. Greaves， The Colon~al Ster!ing Balances， 1954， p.6 
25) A. M. Kamarck" "Dollar pooling in也 eSterling Area: Comment"， American Ec偶 omic
Review， Vul. XLV， 1955， p.654. 
26) 1. Greaves， “Dollar Pooling in the SterIing Area: Comment ヘAmericanEco唱omic
Revzew， Vul. XLV， 1955， p.656. 



























27) K. M. W:rigbt，“Reply"， Amcyic醐 EconomicR削叫 Vol.XLV， 1955， P 日8


























28) J. Greaves， op. cit.， Economic }四 rna&.1953， pp. 921-922 
29) A. Hazlewood， ot. cit.， -Eco削仰，Jou叫al，1952， p.943 
























30) 1. Greaves. op. cit. E，ι四 wmic]ou1'nal. 1953， p. 922 
31) lbid.. p. 922 
32) A Hazlewood. op. cit.， Economω ]ournal， 1954. p. 616 
33) へイズルウッドけ保証準情は50%で良いと l'-) "A. Hazlewood，“ The Economics of C:oloni.81 
Monetary Arrangements "， Social and Ec四 omicS印dies，Vol. III， Dec. 1954， pp. 291-315 
ぞの他ニ z ーり γ ローワンも同捕である.， W. T..Newlyn and D. C. Rowfln， Mrmey耐 d
Bank~吋叩 B1'itish Colonial Af1'ica.， 1954， pp. 259-61 


























34) A. Hazlcwood， .， Mcmorandum on the Sterling Assets of the Brit 
Com宜mm臨 en叫t".T，加 R"叫 01ECOt抑制 Studies.1954.， p.74 
